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　江戸時代から伝わり、県の無形民俗文化財である伝統行事
「彼岸祭」が、関区の八幡神社で行われました。数年前から簡
素化され、狩

かりぎぬ

衣や裃
かみしも

の着用をやめて、直
なおらい

会で演じる「雄
おちょう

蝶・
雌
めちょう

蝶の舞」を省略しています。当日は、上
あげ

当番と呼ばれる当
番役が早朝に美浜町の海岸で身を清めた後、神事を行い、神
前で御

ご へ い

幣を振って無事当番を務め上げたことを報告。その後、
お供え物のお酒とご飯が参列者らに振る舞われました。

神前で御幣を振る当番役

寒さの中今年も厳かに
3 月 21 日　彼岸祭

　市の無形民俗文化財である伝統行事「初
はつうま

午祭り」が、山区の
稲荷神社で行われました。早朝６時 30 分、ゴクカキと呼ばれ
る男衆が神社脇のみそぎ場で身を清めた後、人

ひ と み

身御
ご く う

供役の山本
理
り お

央ちゃん（３歳）を囲んで、神社の鳥居から本殿へ向かいま
した。早朝から集まった区民らが見守る中神事が行われ、五穀
豊穣と無病息災を祈願。その後、もち米と豆を蒸した「赤蒸し」
とばれるお供え物がゴクカキから区民らに配られました。

１年の願いを込めて
3 月 21 日　初午祭り

本殿へ向かうゴクカキと理央ちゃん

　山区の春の風物詩「マナまつり」が開催されました。この日を待
ち望んでいたオーナーの方たちが、持参した袋いっぱいにマナを摘
んでいたほか、会場では、マナおやきや大鍋で作った豚汁なども販
売され、終日大勢の人で賑わいました。また、今年は、市鳥獣害
対策協議会と市生活改善実行グループ連絡研究会が協同開発した

「イノシシ肉のソースカツ」「イノシシ肉入りマナおやき」も振る
舞われ、試食した人から「香ばしくておいしい」と大人気でした。

　第 40 回全国小中学生かるた選手権大会に出場する小学生の激
励会が、市役所で行われました。出場するのは、粟野小学校の
仲
な か や

谷美
み さ き

咲さん（５年）・沙
さ と

都さん（２年）姉妹と、北山歩
あ ゆ き

希くん（3
年）の３人。それぞれ県大会などで好成績を収め、見事出場を決
めました。河瀬市長から「リラックスして頑張ってください」と
エールを贈られた３人は「最後まで全力で頑張りたい」「ライバ
ルを倒して優勝を目指したい」などと意気込みを話しました。

楽しそうにマナを摘み取る参加者

春の味   摘んで食べて
3 月 28 日　マナまつり 3 月 23 日　全国かるた大会出場者激励会

目指せ！全国制覇

シシ肉メニューが好評！

　６月に福井県で行われるアジア太平洋経済協力（APEC）
エネルギー大臣会合を前に、プラザ萬象で「APECジュニア
フォーラム」が行われました。フォーラムには、県内の中学校
10校が参加。21のAPEC参加国・地域について、各校ごとに担
当した国・地域のエネルギー事情や環境のことなど、事前学習で
調べた成果を発表しました。敦賀市からも、気比中と西浦中が参
加し、約500人の参加者の前で堂々とした発表をみせました。

　市民団体「グリーンコンシューマー（グリコン）つるが」が、エ
コガイドブック（A４版50ページ）を市内全ての小学校に寄贈しま
した。このガイドブックは、グリーンコンシューマー（＝環境に優
しい買い物をする消費者）の輪を広げるため、同団体が約１年かけ
て作製。この日は、柴

しばやま

山忠
た だ お

生代表ら４人が中郷小を訪れ、川
かわなみ

浪享
こういつ

逸
校長に40冊を寄贈しました。川浪校長は「敦賀のことが盛りだくさ
んで身近に感じる資料。授業で使っていきたい」と話しました。

ＡＰＥＣ向け 意見を発表
3 月 18 日　ＡＰＥＣジュニアフォーラム ３月９日  グリコンつるが  エコガイドブック寄贈　

堂々とした発表を行う西浦中の生徒 川浪校長にエコガイドブックを手渡す柴山代表

環境教育に活用を

　高野の白
はくさん

山神社で、伝統行事の「毘
び し ゃ こ う

沙講」が行われました。こ
の行事は、青竹の弓矢で的を射ることで、五穀豊穣、無病息災を
祈る行事で、毎年旧暦の１月18日に行われています。以前は、矢
を射る前に、当番役が冷水で身を清める「水

み ず ご り

垢離の儀」を行って
いましたが、後継者不足や安全性を考慮し、４年前から休止して
います。この日は、集まった区民らが、神殿横に据えられた的に
向かって、順に２本ずつ矢を放ち、見事的を射抜いていました。

今年１年を祈り
３月７日　毘沙講

青竹の矢を射る区民の方

あなたが写っていたらご連絡ください。
写真を差し上げます。〈広報広聴課　☎ 22 ー 8112〉 街角スケッチ街角スケッチ街角スケッチ

　市立看護専門学校の卒業式が同校で行われ、３年間の学生生活
を終えた31人（男性５人・女性26人）が学び舎を巣立ちました。式
では、一人ひとりに卒業証書が手渡された後、市

い ち だ

田和
か ず こ

子学校長が
「出会いの全てに感謝し、謙虚に学ぶ姿勢を大切にしてほしい」
と最後のエールを送りました。式の終盤では、卒業生を代表して
大
おおむら

村佐
さ や か

弥香さんが「医療の現場は厳しいと思うが、夢に向かって
一歩ずつ努力していきたい」と涙声で答辞を読み上げました。

夢に向かって旅立ち
３月６日　市立看護専門学校卒業式

学校長から卒業証書を受け取る卒業生


